
高松市立東植田小学校 体力向上プラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

たてわり班対抗種目 

たてわり班ごとに競い合うスポーツ大会

を年に４回実施する。５月には運動会で対

抗種目、7 月には校内水泳記録会、１２月

にはボールゲーム大会、たてわり班ごとに

競い合える場を設ける。 

 

クロスカントリー大会 

２月のクロスカントリー大会に向けて、

1２月から週３回、業間の時間にマラソン

に取り組む。校内だけでなく、 

実際のコースである公渕公園 

内でも試走を行う。 

【目標】 

〇 毎日の外遊びや自ら目標をもって取り組める体育的行事を実行するとともに、教師も積極

的に関与し、伸びを認め励ますことで、運動する心地よさを味わい、運動好きな子を育てる。 

○ 体育の授業では、単位１時間の３分の２以上は運動時間に当てるよう努めるとともに、

学習した成果を発揮する場を設けることで、目標を持って努力しようとする子を育てる。 

【学校教育目標】 

基盤的な学力を確実に定着させながら、 

他者と協働しつつ自ら考え抜く児童の育成 

【本校の課題】 

〇 体力・運動能力調査において、昨年度県平均を上回る種目が男女ともに増えた。しかし、

握力は全体的に低い傾向にある。 

握力頂上決戦 

握力を高めることを目的とする。10～

50kg のハンドグリップを用い、定められ

た秒数の中で何回完全に握れるか競う。ま

た、常に挑戦できるように、全校生が通る

1 階のベンチにコーナーを設置する。優秀

な成績を収めた児童や何度も挑戦している

児童は全校に紹介する。 

毎日わくわく自由遊び 

業間を「わくわく自由遊び」の時間と位置づ

け、全校生が外に出て遊ぶようにしている。ジ

ャンピングボードやトランポリン、竹馬などを

準備することで、いろいろな遊びが経験できる

ようにする。また、行事に合わせてたてわり班

対抗リレーや新体力テストの練習ができるよう

な場を設ける。 

【現状】 

遊びの種類はボールを使った遊びや鬼遊びが中心で固定化する傾向が見られ

ていたが、最近は教師や子どもどうしの関わりを通して遊びが多様化し、積極性

も生まれてきている。 

また、児童数が少ないため、クラスマッチ等の機会が持てず、他者と競争しな

がら体力を高めていく機会が乏しい。 


